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日本人にとってはり花 ユ 春 のコ来をfiげる特別な化と中じます は ,
3H末 から5チJにかけて  本 ,J島を北 1!しなから味いて行きます

野原に よ黄色い業のイ6カ`咲ま 4に は理のぼうか泳ま そ して冊は1に,

水少仮られて柿を有“える手節となります

真
6,に は雨期を迎え 水 Frには口ならしい菖商 (あやあ,の 化4咲 ど乱
れま| そ してJW中ではヽクルが夜空に■lび夜いま,

本ヤでは蝉り戸が」Fう標ま 暑 い三を迎えて海水裕のシーズンとなけま
す.

秋

秋はf/種の季節 天 の恵みに感謝してあ七こらの付々で秋奈りが舛まう
ます よ の空気は澄み渡り 十 五夜の月を楽しtr季帥です
そしてH々 はオや黄色に 面 に染まり 紅 業を水あて行来にHl力けまⅢ

4

人陣力らの寒滋で厳しい寒さか統言 場 所rtょっては数イートルの寄か

積【Jります そ れても 北 の北海道と南の沖縄では負温差が40～50度
になる1も あります

新年を迎えるⅢ:月には今回各地の神杜では 大 勢の初詰客で脱わいます

故知を1:頓にして 春  夏  私  冬 の
日本の原l■t,iをメドレーでよいます
なお こ れらの歌 Jl■96～ 1912年
ごろから企11の小ヤ私の叫!歌として
軟いはしりられたものです

' 、るさと

|千本人の心の原風Hと も言えるネ|卜を農綸付
の姿け 今 も“地に残っていま,
11本人の誰もが 「Jる ざとJの 歌を|ようとど
bを 視|ませ tど に1ま力気づけら,1 と きに
は涙を岸かへて出!そ似かしむと↓ヽぅ た いへ
ん詩情あされる敬です

兎追いし か のH

小期ylりし  力`,サ|
夢は今も し くりて

忘れがたま 散 ll

幻何に在ます 父 1サ

志なしや たかさ
Hjこ風に つ けて↓
思い出ずろ 枚 郷

どを は たして
いつの出にか 綿 うん
ⅢⅢますき 故 郷
水は消き 枚 郷
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